
室

町

時

代

南

北

朝

時

代

一

四

八

五

年

一

四

六

七

年

一

三

九

二

年

一

三

三

八

年

一

三

一

八

年

一

二

八

一

年

一

二

七

四

年

山

城

国

一

揆

起

こ

る

（

～

一

四

九

二

）

応

仁

の

乱

起

こ

る

南

北

朝

が

統

一

さ

れ

る

足

利

尊

氏

、

室

町

幕

府

を

開

く

後

醍

醐

天

皇

が

即

位

す

る

蒙

古

襲

来

（

弘

安

の

役

）

蒙

古

襲

来

（

文

永

の

役

）

一

五

六

六

年

一

五

六

二

年

一

五

四

八

年

一

五

〇

二

年

一

四

八

九

年

一

四

七

三

年

一

四

六

七

年

一

四

四

七

年

一

四

二

八

年

一

三

八

九

年

一

三

四

八

年

一

三

三

一

年

一

三

二

八

年

一

三

〇

〇

年

一

二

九

八

年

一

二

八

七

年

一

二

七

三

年

一

二

七

〇

年

一

二

六

七

年

一

二

二

六

年

和

束

の

喜

多

氏

が

、

松

永

久

秀

方

と

し

て

大

和

郡

山

の

筒

井

氏

を

攻

め

、

負

傷

す

る

松

永

久

秀

が

、

大

和

一

国

と

木

津

、

狛

、

瓶

原

、

和

束

に

徳

政

令

を

だ

す

大

和

の

筒

井

順

昭

が

、

和

束

の

御

屋

形

（

お

や

か

た

）

の

城

を

数

千

騎

で

攻

撃

し

、

御

屋

形

を

切

腹

さ

せ

る

和

束

の

薬

が

興

福

寺

で

珍

重

さ

れ

る

奈

良

の

市

場

で

、

古

市

氏

の

家

臣

が

、

和

束

の

米

野

氏

の

家

臣

の

材

木

売

を

殺

害

す

る

が

、

仲

裁

人

が

あ

り

、

大

事

に

は

い

た

ら

な

か

っ

た

一

条

兼

良

が

、

興

福

寺

か

ら

和

束

を

と

お

り

美

濃

へ

向

か

う

興

福

寺

の

僧

侶

が

、

応

仁

の

乱

に

よ

る

混

乱

を

避

け

、

和

束

廻

り

で

上

洛

す

る

興

福

寺

門

跡

が

、

召

使

の

治

療

の

た

め

に

和

束

の

医

者

を

呼

ぶ

和

束

の

土

一

揆

の

者

が

奈

良

に

乱

入

し

筒

井

氏

の

兵

に

敗

れ

、

数

十

人

が

討

死

し

た

り

、

生

け

捕

ら

れ

る

湯

船

の

大

智

寺

が

建

て

ら

れ

る

現

在

の

和

束

天

満

宮

社

殿

が

建

て

ら

れ

る

和

束

杣

荘

の

一

部

が

北

野

天

満

宮

領

と

な

る

後

醍

醐

天

皇

、

京

都

を

出

て

、

東

大

寺

、

鷲

峰

山

を

経

て

笠

置

山

に

入

る

和

束

杣

住

人

と

石

垣

荘

（

現

井

手

町

）

と

が

争

論

す

る 金

胎

寺

の

宝

篋

印

塔

や

白

栖

長

井

の

弥

勒

摩

崖

仏

が

つ

く

ら

れ

る

金

胎

寺

の

多

宝

塔

が

建

立

さ

れ

る

湯

船

の

白

山

神

社

の

宝

篋

印

塔

が

つ

く

ら

れ

る

興

福

寺

は

和

束

杣

の

栄

（

さ

か

う

）

氏

の

城

を

攻

め

追

放

す

る

こ

の

こ

ろ

、

「

和

束

宿

」

が

成

立

し

宇

治

田

原

と

戦

場

に

な

る

撰

原

峠

の

地

蔵

石

仏

が

つ

く

ら

れ

る

撰

原

と

銭

司

が

境

界

を

争

う

こ

の

こ

ろ

、

原

山

の

養

治

が

芝

付

近

に

釈

恩

寺

が

建

立

さ

れ

る


